
JP 2011-129215 A5 2013.1.31

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成25年1月31日(2013.1.31)

【公開番号】特開2011-129215(P2011-129215A)
【公開日】平成23年6月30日(2011.6.30)
【年通号数】公開・登録公報2011-026
【出願番号】特願2009-288020(P2009-288020)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/93     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｈ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｆ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｐ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/93    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月7日(2012.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　図６に示すフローチャートの各処理ステップの処理について説明する。
　ステップＳ１０１において、情報処理装置１２０の表示部に表示されたメニューから、
コピー処理（ＭＣ）プログラムを選択して起動する。
　次に、ステップＳ１０２において、コピー許容リストの要求処理（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑ
ｕｅｓｔ）を実行する。この処理は、図２を参照して説明したステップＳ１１の処理に対
応し、管理サーバ１４０に対するコピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）
の送信処理として行われる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　なお、コピー処理の実行時ではなく、ディスク装着時に管理サーバ１４０に対するコピ
ー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）の送信処理を自動実行させる構成とし
てもよい。すなわち、情報処理装置１２０はディスク装着を検出すると、管理サーバ１４
０にコピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を送信し、管理サーバ１４０
から予めコピー許容リストを受信して情報処理装置内のメモリに格納する構成としてもよ
い。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　シーケンスキーやセグメントキーを適用することで再生可能な再生パス指定コンテンツ
は、特定の再生パスに沿って再生するコンテンツであり、この再生パスに沿ったデータは
、情報処理装置に対応付けられた分類番号に基づいて決定されるプレイリストによって規
定されている。すなわち、情報処理装置に対応して許容される特定の再生パスに対応する
特定のプレイリストによってデータパスに対応する情報を持つクリップ情報ファイル、ク
リップＡＶストリームが決定される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　図１０に示すフローチャートの各処理ステップの処理について説明する。
　ステップＳ３０１において、情報処理装置１２０の表示部に表示されたメニューから、
コピー処理（ＭＣ）プログラムを選択して起動する。
　次に、ステップＳ３０２において、コピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓ
ｔ）を実行する。この処理は、図２を参照して説明したステップＳ１１の処理に対応し、
管理サーバ１４０に対するコピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）の送信
処理として行われる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　なお、コピー処理の実行時ではなく、ディスク装着時に管理サーバ１４０に対するコピ
ー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）の送信処理を自動実行させる構成とし
てもよい。すなわち、情報処理装置１２０はディスク装着時に管理サーバ１４０から予め
コピー許容リストを受信して情報処理装置内のメモリに格納する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４９】
　ステップＳ３５７では、情報処理装置１２０の表示部に表示されたメニューから、コピ
ー処理（ＭＣ）プログラムを選択して起動する。
　次に、ステップＳ３５８において、コピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓ
ｔ）を実行する。この処理は、図２を参照して説明したステップＳ１１の処理に対応し、
管理サーバ１４０に対するコピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）の送信
処理として行われる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５１】
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　なお、前述したようにコピー処理の実行時ではなく、ディスク装着時に管理サーバ１４
０に対するコピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）の送信処理を自動実行
させている場合は、コピー許容リストは情報処理装置内のメモリに格納済みであるので、
ステップＳ３５８～Ｓ３５９の処理において管理サーバ１４０との通信は省略され、情報
処理装置１２０内のメモリからコピー許容リストを読み出して表示する処理が行われるこ
とになる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７５】
　なお、ステップＳ５０６のコンテンツコピー処理においては、コピー制御管理ファイル
（ＭＣＭＦ）を適用した処理が行われる。具体的には、先に図６のフローチャートを参照
して説明した処理が実行されることになる。
　すなわち、情報処理装置１２０の表示部、あるいは図１４に示す表示装置４５０に表示
されたメニューから、コピー処理（ＭＣ）プログラムを選択して起動し、コピー許容リス
ト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を実行して管理サーバに対してコピー許容リスト
要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を送信する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８７】
　図１５に示すフローチャートの各処理ステップの処理について説明する。
　ステップＳ６０１において、情報処理装置１２０の表示部に表示されたメニューから、
コピー処理（ＭＣ）プログラムを選択して起動し、コピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　
Ｒｅｑｕｅｓｔ）を実行する。この処理は、図２を参照して説明したステップＳ１１の処
理に対応し、管理サーバ１４０に対するコピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅ
ｓｔ）の送信処理として行われる。このように、図１５に示すフローは、ディスク装着時
に管理サーバ１４０に対するコピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）の送
信処理を自動実行させるフローである。この処理によって、管理サーバ１４０から取得し
たコピー許容リストは情報処理装置内のメモリに格納される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２４】
　ステップＳ７２１
　情報処理装置１２０の表示部に表示されたメニューから、コピー処理（ＭＣ）プログラ
ムを選択して起動し、コピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を実行する
。この処理は、図２を参照して説明したステップＳ１１の処理に対応し、管理サーバ１４
０に対するコピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）の送信処理として行わ
れる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４３
【補正方法】変更



(4) JP 2011-129215 A5 2013.1.31

【補正の内容】
【０２４３】
　ステップＳ７１０では、情報処理装置１２０の表示部に表示されたメニューから、コピ
ー処理（ＭＣ）プログラムを選択して起動する。
　次に、ステップＳ７１１において、情報処理装置１２０の表示部に表示されたメニュー
から、コピー処理（ＭＣ）プログラムを選択して起動し、コピー許容リスト要求（Ｏｆｆ
ｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を実行する。この処理は、図２を参照して説明したステップＳ１
１の処理に対応し、管理サーバ１４０に対するコピー許容リスト要求（Ｏｆｆｅｒ　Ｒｅ
ｑｕｅｓｔ）の送信処理として行われる。
 


	header
	written-amendment

